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村のようす

(52年5月1日現在) 、 {

世帯数 1，454戸〈-01
人口 7.252人〈ー15) j 

男 3，564人(-l，l}.: 
女 3，688人(-4) : 

一ーー-

境
緑
化
優
秀
校
に
全
国
人
選

去
る
四
月
十
七
日
、
和
歌
山
県
那
智
高
原
で
お
こ

な
わ
れ
た
全
国
植
樹
祭
の
席
上
、
学
校
環
境
緑
化
部

門
に
お
い
て
、
玉
川
一
小
は
、
全
国
優
秀
校
十
四
校

の
う
ち
、
第
七
位
の
成
績
で
光
栄
あ
る
全
国
入
選
を

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
P
T
A
、
関
係
者
の
努
力
が
実
っ
た
も
の

で
あ
り
、
学
校
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
更
に
努
力

し
て
「
い
つ
も
歌
と
花
の
あ
る
学
校
」
を
旗
印
に
情

操
教
育
に
努
め
豊
か
な
人
間
形
成
に
努
力
し
た
い
と

語
っ
て
い
る
。

な
お
今
日
ま
で
の
環
境
緑
化
の
歩
み
を
略
記
し
ま

す
と
。昭
和
四
十
五
年
度
、
環
境
緑
化
全
体
計
画
作
成
、

昭
和
四
十
七
年
度
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
福
島

県
本
部
長
賞
、

昭
和
四
十
八
年
度
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
福
島

県
本
部
長
賞

昭
和
四
十
九
年
度
、
福
島
県
学
校
植
林
推
進
委
員

会
長
賞
昭
和
五
十
年
度
、
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
、
日
本
放
送
協
会
福
島
放
送
局
長
賞

昭
和
五
十
一
年
度
、
福
島
県
知
事
賞
、
福
島
民
友

新
聞
社
賞
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
賞
、
(
全
国
入

砂
貝
〉

(
花
壇
部
門
)

福
島
県
知
事
賞
、

地
区
優
秀
賞
。

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ

γ
ク

I
ル

A 

写
真
は
緑
化
風
景
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議

会

り

だ

よ

第
.園田司_.‘

回

臨
時
議
会
か
ち

村
道
改
良
工
事
と
し
て
、
大
字

小
高
字
中
畷
線
を
行
な
う
も
の

新
築
一
一
玄
事
請
負
契
約
の
惜

で
、
一
千
二
百
四
十
万
円
で
玉
川

;
に
つ
い
て
よJ
バ

巴

村
大
字
川
辺
字
宮
ゾ
前
二
五
四
、

村
立
川
辺
必
学
校
々
倉
新
pd
・
-
一
熊
田
建
設
、
熊
田
藤
喜
氏
に
落

事
請
負
契
約
の
一内
‘
エ
期
が
昭
和
札
、
本
契
約
を
す
る
も
の
。

五
十
一
年
八
月
十
日
か
ら
昭
和
五

第
一
回
玉
川
村
臨
時
議
会
は
、

去
る
二
月
一
日
開
催
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま

し
た
、
主
な
内
容
は

-次
の
と
お

h
ツ、

す
が
ま
幼
稚
園
の
開
設
に
伴
な

っ
て
、
幼
稚
園
条
例
第
二
条
に
次

の
様
に
名
称
、
位
置
が
加
え
ら
れ

た。名
称
・
玉
川
村
立
す
が
ま
幼
稚
園

位
置
・
玉
川
村
大
字
商
須
釜
字
堂

ノ
内
二

O
O、
授
業
料
に
n

つ
い
て

も
従
来
月
額
千
五
百
円
の
ー
も
の
が

二
千
五
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
る
、

@
玉
川
村
立
幼
稚
園
条
例
の

部
改
正
に
つ
い

τ
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こ
れ

b
は
五
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
。

を三年した十
ずr月 d人 1いがこ
る十月寒今年
も。王子十さ年二
の日日のは月
でまかた異二
あでら、め常十
ると昭、気日
。工和昭象ま
期五和にで
の十五よで
延二十るあ
期年一厳つ

~、，..，......._，..内-凶N

@ 

村
道
改
良
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

、円d、，、

誕
生
日
や
結
婚
を
す
る
と
贈

り
も
の
を
す
る
。
私
た
ち
の
日

M

常
生
活
の
中
で
贈
り
も
の
を
し

N

た
り
、
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

塩
沢
唯
幸
(
幸
徳
・
南
須
釜
〉
叫
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

矢
吹
真
澄
〈
常
春
・
吉
〉

W

税
法
で
は
、
も
の
(
財
産
)

小
林
修
(
彦
次
・
竜
崎
〉

M

を
も
ら
っ
た
人
は
税
金
を
納
め

須
藤
幸
子
〈
利
夫
・
川
辺
)
山
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

鈴

木

順

一

(

義

了

吉

)

N

れ
て
い
ま
す
。
贈
与
税
と
い
う

大
野
勝
広
(
清
勝
・
南
須
釜
)

M

の
が
そ
れ
で
す
。
し
か
し
、
誕

阿
部
善
和
(
栄
次
・
南
須
釜
)

W

生
祝
い
や
結
婚
祝
い
を
も
ら
っ

佐
藤
美
利
子
(
繁
・
中
〉

M

た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
全
部

白
旗
功
(
保
雄
・
川
辺
)
叫
に
税
金
が
か
か
る
わ
け
で
は
あ

車
田
そ
の
子
(
政
美
・
小
高
)
四
り
ま
せ
ん
。
贈
与
を
号
け
た
財

小
林
喜
裕
(
喜
則
・
竜
崎
〉
品
産
の
額
が
年
間
(
一
月
一
日
か

大
木
吉
浩
(
忠
夫
・
南
須
釜
〉

W

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
〉
六

須
藤
か
よ
子

司儀

了

川

辺

〉

M

十
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

矢
吹
京
子
(
春
男
・
川
辺
)
引
の
超
え
た
部
分
の
金
額
に
つ
い

石
井
久
美
子
(
直
吉
・
小
高
)
町
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

三
本
松
正
人
(
久
司
・
竜
崎
)

M

申
告
と
納
税
は
、
贈
与
を
受

藤
田
真
由
美
〈
守
・
小
高
)
叩
け
た
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か

小
針
千
恵
美
(
代
吉
・
中

)

N

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

渡
辺
勇
(
忠
房
・
北
須
釜
)
切
な
お
、
親
子
や
夫
婦
な
ど
の

W

親
族
問
で
、
金
銭
の
や
り
と
り

健
康
優
良
児
の
表
彰
式

昭
和
五
十
一
年
度
の
健
康
優
良

児
表
彰
式
が
去
る
四
月
十
四
日
午

前
十
時
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
は
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
よ
り
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
百
十
七
名

の
な
か
か
ら
男
子
十
三
名
、
女
子

計
二
十
こ
名
、
十
五
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
た

ち
は
会
場
を
動
き
凶
り
大
に
ぎ
あ

い
で
し
た
。

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

石
森
誠
(
正
一
・
岩
法
寺
)

車
田
健
一
(
正
一
・
小
高
)

石
井
由
香
里
(
誠
・
中
〉

阿
部
正
樹
(
敬
作
・
竜
崎
〉

矢
部
陽
子
(
常
政
・
川
辺
)

大
野
久
美
子
(
好
清
・
市
須
笠
)

企
健
康
優
良
児
の
表
彰
式

金

のも

と

税

り贈

な
し
に
土
地
や
家
屋
の
名
義
を

変
え
た
り
、
「
あ
る
時
払
い
の
催

促
な
し
」
と
い
う
よ
う
な
実
際
に

は
贈
与
と
認
め
ら
れ
る
金
銭
の
貸

借
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
贈
与
税

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
登
記
な
ど

を
す
る
前
に
最
寄
り
の
税
務
署
か

税
務
相
談
室
で
ご
相
談
く
だ
さ
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国
民
年
金
に
加
入
の
み
な
さ
ん
、
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
期
間
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
て
も
、
う
け
る
年
金
に
差
が

あ
る
場
合
も
あ
る
こ
左
を
。
「
ま
さ
か
」

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
附
加
年

金
制
度
と
い
う
上
積
み
制
度
が
あ
る
か
ら

で
す
。

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
将
来
、
う

け
る
年
金
一に
大
き
く
ひ
び
き
ま
す
。
老
後

を
よ
り
豊
か
に
幸
せ
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
若
い
今
の
う
ち
か
ら
「
備
え
」
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
加
入
す
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

⑥
こ
の
制
度
は
「
も
っ
と
高
い
保
険
料

を
納
め
て
も
よ
い
か
ら
も
っ
と
高
い
年
金

を
う
こ
た
い
」
と
い
う
人
の
た
め
に
一
ケ

金

附

加

年

金

制

度

450，000円

40年納付したとき

月
四

O
O円
の
保
険
料
を
上
積
み
し
て
納

め
る
と
、
納
め
た
期
間
に
よ
っ
て
年
金
が

増
額
さ
れ
る
仕
組
で
す
。
ち
ょ
っ
と
次
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
入
し
た
人
と
加
入
し
な
か
っ
た
人
で

は
、
う
け
と
る
年
金
額
が
こ
ん
な
に
大
き

く
違
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
附
加
年
金

に
加
入
し
な
い
と
た
い
へ
ん
損
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
掛
け
た
保
険
料
は
二
年
で
、
も
と
が

と
れ
る
有
利
な
制
度
で
す
。
あ
な
た
も
今

す
ぐ
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。

⑨
加
入
で
き
る
者

国
民
年
金
へ
加
入
し
て
い
る
者
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ママも付加

年金に加入

していまーす

(20年間納めた場合)

。f呆F食来斗客頁

400円(月額) X 12月 X20年 =96，000円

。年金額
納めた月数

200円 X240 月('~l'~'::;'~-;~~) =48，000円
12月 X20年

。65歳からの平均余命を 15年としてうけとる

年金額は

48，000円 X 15年 =720，000円

こんなに有利

変烏週間
ハ
ー
ド
、
ゥ
l
イ
グ
は
五
月

十
日
か
ら
の
一
週
間
を
さ
し
ま

す
。
こ
の
運
動
は
昭
和
二
十
二

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
初

め
は
四
月
十
日
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
が
、
地
方
に
よ
っ
て
ま

だ
寒
さ
の
た
め
鳥
の
姿
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
十

五
年
か
ら
は
五
月
十
日
に
改
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
期

は
小
鳥
の
産
卵
期
や
ひ
な
の
生

育
期
に
当
る
た
め
特
に
大
切
な

期
間
で
す
。

林
野
庁
、
文
部
省
、
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
な
ど
が
中
心
に
な

っ
て
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
目
的
は
害
虫
を
捕
え

る
野
鳥
を
愛
し
、
保
護
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
烏
は
自
分
の

体
が
ス
ポ
ッ
と
入
る
大
き
さ
の

出
入
口
を
好
み
ま
す
。
こ
れ
は

自
分
よ
り
大
き
い
鳥
目
多
く
の

場
合
自
分
の
卵
や
ひ
な
を
盗
み

に
来
る
外
敵
ー
が
入
れ
な
い
出

入
口
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
ま
た
内
部
は
あ
ま
り
深
く
な

く
造
り
、
し
か
も
親
鳥
が
安
心

で
き
る
う
す
暗
く
な
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
く
外
か
ら
の
ぞ
け
る
よ
う
に

ガ
ラ
ス
を
は
め
込
ん
だ
り
す
る

と
、
光
が
入
り
す
ぎ
、
鳥
が
落
着

け
な
い
た
め
か
巣
を
つ
く
ら
な
い

と
い
う
ご
と
で
す
。
色
も
あ
ま
り

ケ
パ
ケ
パ
し
い
も
の
は
敬
遠
さ
れ

る
よ
ち
で
す
。

物
語
や
マ
ン
ガ
に
出
て
く
る
よ

う
な
赤
や
黄
色
に
塗
ら
れ
て
い
て

は
、
外
敵
の
自
に
つ
き
ゃ
す
い
と

思
う
の
か
、
や
は
り
敬
遠
さ
れ
が

ち
と
の
こ
と
で
す
。

結
局
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
材
料
で

あ
っ
さ
り
作
ら
れ
た
も
の
が
よ
い

よ
予
で
す
。

巣
箱
を
か
け
る
場
合
も
ガ
タ
ガ

タ
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
固
定

し
、
ネ
コ
や
ヘ
ピ
が
は
い
上
が
ら

な
い
よ
う
少
な
く
と
も
地
上
三
メ

ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

自
分
の
作
っ
た
巣
箱
に
、
実
際

に
巣
と
し
て
利
用
し
て
く
れ
た
ら

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
の
時
は
、
喜
ん
で
の
ぞ

き
込
ん
だ
り
し
な
い
で
、
静
か
に

愛
の
巣
を
見
守
っ
て
や
り
た
い
も

の
で
す
。
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か怠魅力お号封書道り明.ぃ
第=次基本計画決ま否け)

明
る
い
、
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
玉
川
村
を
目
指
し
た
「
玉
川
村
振
興
計
画
・
第

二
次
基
本
計
画
」
が
ま
と
ま
り
、
こ
の
程
、
玉
川
村
振
興
計
画
審
議
会
か
ら
諮
問

事
項
に
つ
い
て
の
答
申
が
あ
り
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い
て
基
本
構
想
が
去
る
三
月

の
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
当
初
四
十
八
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
五
カ
年
間
を
第
一
次
基

本
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
社
会
、
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
動

に
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
第
一
次
基
本
計
画
を
短
縮
し
、
早
急
に
第
二
次
基
本
計

画
の
立
案
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
で
は
、
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、
第
一
次
基
本
計
画
を
見
直
し

た
、
第
二
次
基
本
計
画
案
を
作
成
し
た
わ
け
で
す
。

。
基
本
構
想

古
来
よ
り
流
れ
て
っ
き
な
い
阿

武
隈
川
の
清
流
と
、
緑
し
た
た
る

阿
武
隈
山
脈
の
ふ
と
こ
ろ
に
、
我

々
の
祖
先
は
郷
土
の
営
み
を
ー
か

ず
か
ず
の
変
遷
を
経
な
が
ら
絶
え

ま
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。

本
村
の
将
来
を
思
う
と
き
経
済

の
低
成
長
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

よ
り
豊
か
な
新
'
し
い
地
域
社
会
の

創
造
に
向
っ
て
過
去
と
現
在
の
姿

を
よ
く
見
極
め
、
そ
の
実
態
を
は

握
し
て
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
の

振
興
と
社
会
開
発
を
行
な
い
「
明

る
く
、
豊
か
な
魅
力
あ
る
玉
川
村

を
建
設
す
る
。
こ
の
構
想
は
玉
川

村
の
将
来
に
か
け
る
姿
で
あ
り
、

村
民
、
一
人
、
一
人
の
「
協
調
と

連
帯
」
に
よ
り
実
現
な
さ
せ
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

明
る
い
道
路
交
通
網
の
整
備
、

生
活
環
境
施
設
の
改
善
を
行
な

い
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

環
境
づ
く
り
を
進
め
「
明
る
い
玉

川
村
」
を
建
設
す
る
。

豊
か
な
農
林
業
の
近
代
化
を
進

め
、
生
産
性
を
増
大
し
、
地
域
の

特
性
に
合
致
し
た
企
業
の
誘
致
を

推
進
し
、
村
内
に
お
け
る
雇
用
の

拡
大
を
図
り
既
存
企
業
の
育
成
、

近
代
的
商
業
経
営
の
推
進
な
ど
、

地
域
産
業
の
発
展
に
努
め
「
豊
か

基

な
玉
川
村
を
」
を
つ
く
る
。

魅
力
あ
る
住
民
福
祉
の
増
進
、

保
健
衛
生
の
充
実
を
図
り
、
新
し

い
人
間
像
を
め
ざ
す
教
育
と
文
化

の
充
実
に
努
め
、
「
魅
力
あ
る
玉

川
村
」
を
め
ざ
す
。

本

計

画

基

礎

的

条

件

の

整

備 r---. 

~ 

一、
土
地
剥
用
計
画

計
画
の
内
容
と
施
策

(
ア
〉
国
土
利
用
計
画

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
に
施
行

さ
れ
た
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き
、
関
係
す
る
他
の
計
画
を
考
慮

し
な
が
ら
、
木
村
の
悶
土
利
用
計

画
を
作
成
す
る
。
こ
の
計
画
に
お

い
て
、
二
つ
以
ヒ
の
地
域
区
分
が

重
復
し
て
い
る
地
域
は
、
土
地
利

用
の
原
則
、
調
整
指
導
方
針
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
か
ら
み
た
優

先
順
位
、
指
導
方
向
等
に
よ
り
、

適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を

図
る
。

(
イ
)
農
業
地
域
。

農
用
地
の
か
い
廃
は
、
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
を
補
い
、
規

模
拡
大
を
図
る
た
め
、
山
林
、
原

野
の
開
発
に
よ
る
農
用
地
の
造
成

と
、
国
営
母
畑
地
区
綜
合
農
用
地

開
発
事
業
及
び
阿
武
隈
山
系
総
合

開
発
計
画
に
よ
り
基
盤
整
備
を
行

い
、
主
産
地
づ
く
り
の
方
向
に
沿

っ
た
集
団
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
大
型
機
械
に
よ
る
経
営
の
合

理
化
と
土
地
の
高
度
利
用
を
図

り
、
農
業
様
輿
地
域
整
備
計
画
に

基
づ
く
、
用
途
区
分
の
適
正
な
土

地
利
用
を
進
め
る
。

(
ウ
)
集
落
地
域

道
路
網
等
の
整
備
に
よ
り
、
既

存
集
落
を
絞
と
し
た
町
並
み
の
形

成
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
、
住
宅
団
地
の
造
成

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
開
発

を
行
う
。
(
エ
〉
工
業
地
域

工
業
地
は
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

工
業
導
入
地
区
に
つ
と
め
集
約
を

図
り
、
既
存
企
業
の
育
成
と
労
働

力
を
直
視
し
な
が
ら
、
企
業
の
訪

致
を
行
い
、
環
境
保
全
に
努
め
な

が
ら
、
工
業
地
と
し
て
の
利
用
を

図
る
。(
オ
)
森
林
地
域

開
発
可
能
な
農
用
地
以
外
の
山

林
及
び
原
野
を
除
き
、
森
林
地
帯

と
し
て
、
自
然
保
護
に
立
脚
し
た

土
地
利
用
を
図
る
。

ニ
、
水
利
用
計
画

計
画
の
内
容
と
施
策

(
ア
)
農
業
用
水

国
営
母
畑
地
区
綜
合
農
用
地
開

発
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
、
用
水

の
確
保
を
図
る
。
本
事
業
地
区
以

外
に
つ
い
て
は
、
老
朽
溜
地
、
用

水
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
水
源
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
用
水
路

等
の
整
備
を
行
い
、
水
の
効
率
的

利
用
を
図
る
“

(
イ
)
生
活
用
水

人
口
の
増
加
、
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
り
、
増
大
す
る
生
活
用
水

の
需
要
を
満
た
す
た
め
、
広
域
簡

易
水
道
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に

現
在
区
域
外
に
な
っ
て
い
る
地
区

へ
の
簡
易
水
道
の
普
及
を
推
進
す

る。
(
ウ
〉
工
業
用
水

工
場
の
誘
致
、
進
出
に
よ
っ

て
、
工
業
用
水
の
増
大
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
水
利
権
の
確
保
と
水

資
源
の
有
効
な
利
用
に
努
め
る
。

、
交
通
、

整
備

通
信
の

計
画
の
内
容
と
施
策

一
、
道
路

木
村
の
道
路
網
を
構
成
す
る
道

路
の
う
ち
、
基
礎
集
落
及
び
一

次
、
二
次
生
活
圏
を
結
ぶ
基
幹
道

路
、
園
、
県
道
路
と
の
関
連
、
更

に
公
共
施
設
等
の
配
置
を
考
慮
の

う
え
、
重
点
的
に
整
備
を
図
る
。

(
ア
)
基
幹
道
路
は
、
一
級
、

二
級
村
道
、
及
び
こ
れ
に
相
当
す

る
道
路
を
規
格
、
構
造
な
ど
、
道

路
構
造
令
に
よ
っ
て
整
備
す
る
。

(
イ
)
基
幹
道
路
以
外
の
道
路

に
つ
い
て
は
基
幹
道
路
に
連
絡
す

る
道
路
を
優
先
的
に
整
備
す
る
。

規
格
、
構
造
は
道
路
構
造
令
に
準

ず
る
。(
ウ
)
小
規
模
部
落
を
結
ぶ
道

路
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
圏
の
実
情
に
即
し
た
、
効
果
的

利
用
を
考
慮
の
う
え
整
備
す
る
。

(
エ
〉
国
営
母
畑
地
区
綜
合
農

用
地
開
発
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

る
道
路
網
の
、
早
期
完
備
の
促
進

を
図
る
。

二
、
鉄

道

(
ア
)
駅
利
用
者
の
駐
車
場

と
、
駅
前
広
場
の
整
備
を
検
討
す

る
o
〈
イ
)
鉄
道
利
用
に
つ
い
て
の

広
報
活
動
を
進
め
る
。

三
、
パ
ス
交
通

住
民
に
密
着
し
た
パ
ス
運
行
を



たまかわ

図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
進
め
、
交
通
網
の
整
備
を

図
る
。回
、
通

信

広報

(
ア
)
電
話
の
普
及
は
、
文
化

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
、

生
活
必
需
品
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

の
普
及
、
加
入
の
推
進
を
図
る
。

(
イ
)
普
通
加
入
区
域
の
拡
大

を
関
係
機
関
へ
要
望
す
る
。

(
ウ
)
有
線
放
送
電
話
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
本
来
の
目
的
で
あ

る
放
送
、
広
報
活
動
等
活
用
の
定

着
を
図
り
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て

も
指
導
を
行
う
。

(
エ
)
集
合
郵
便
受
箱
で
な

く
、
各
戸
配
達
を
実
現
す
る
よ
う

関
係
機
関
ヘ
要
望
す
る
。

五
、
交
通
安
全
対
策

(
ア
)
交
通
安
全
教
育
講
師
を

育
成
し
、
安
全
教
育
の
徹
底
を
図

る。
〈
イ
〉
道
路
整
備
と
合
せ
て
、

安
全
対
策
と
適
切
な
規
制
を
図

る。

N<I. t 29・昭和52年5月1日

(
ウ
)
交
通
安
全
施
設
、
歩
道

防
護
棚
等
の
設
置
に
よ
り
、
歩
車

道
の
分
離
を
図
り
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
。

(
エ
)
交
通
係
を
新
た
に
設
置

し
、
交
通
安
全
対
策
を
は
じ
め
、

事
故
相
談
及
び
被
害
者
の
救
済
を

図
る
。(
オ
〉
交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
等
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
そ
の
育
成
指
導
を
図
る
。

四
、
防

災

5 

計
画
の
府
客
と
施
策

一
、
消

防

(
ア
)
消
防
活
動
の
機
動
力
を

発
揮
す
る
た
め
、
年
次
計
画
に
よ

り
積
載
車
の
導
入
を
図
る
o

(
イ
)
消
防
力
を
充
分
発
揮
で

き
る
よ
う
、
水
利
の
便
を
よ
く
す

る
た
め
、
防
火
貯
水
そ
う
の
整
備

を
図
る
。
(
ウ
)
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
み
ん
な
で

を

図

る

。

安

全

確

保

(
エ
)
人
命
尊
重
の
精
神
を
基

本
と
し
た
消
防
体
制
を
促
進
し
つ

つ
、
村
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
。(
オ
)
須
賀
川
地
方
広
域
消
防

組
合
須
賀
川
消
防
署
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
防
火
体
制
の
万
全
を
図

る
と
と
も
に
、
出
張
所
の
設
置
会

推
進
す
る
。

〈
カ
)
予
防
消
防
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
婦
人
消
防
隊
の
育
成
に

努
め
る
。
(
キ
)
消
防
施
設
の
整
備
を
図

る
た
め
、
村
単
工
事
の
補
加
率
の

引
上
げ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
河
川
、
砂
防
、
急
傾
斜

ハ
ア
)
各
河
川
の
改
修
工
事
の

促
進
を
図
り
、
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
。

.
(
イ
)
砂
防
指
定
河
川
の
落
差

工
、
及
び
流
路
工
の
施
行
を
促
進

し
、
洪
水
時
に
お
け
る
土
砂
の
流

出
入
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
。

(
ウ
)
急
傾
斜
地
の
危
険
個
所

調
査
、
巡
視
を
行
い
、
不
慮
の
災

害
を
防
止
す
る
。

ハ
イ
)
砂
防
落
差
と
流
路
工
の

整
備
促
進
。

〈
次
号
に
続
く
〉

区
長
会
の
会
長

な
ど
き
ま
る

昭
和
五
十
二
年
度
の
区
長
、
副

区
長
さ
ん
に
つ
い
て
は
四
月
号
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
さ
る

四
月
十
二
日
の
初
区
長
会
で
役
員

が
つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し

た。会
長
に
川
辺
区
長
、
須
藤
久
雄

さ
ん
、
副
会
長
に
、
北
須
釜
区

長
、
石
井
梅
吉
さ
ん
、
な
お
、
区

長
会
よ
り
選
出
さ
れ
る
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
に
小
高
区
長
の
白

沢
敏
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

りに役立つ

の

資

4， 890万円

融

川辺小学校建設事業に

『簡易保険』

7じ

村づく

、主豆

沼主

わ
た
し
達
が
加
入
し
て
い
る
、

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
」
は
万
一

の
場
合
は
保
険
金
と
じ
て
支
払
れ

ま
す
が
、
そ
の
他
、
積
立
金
は
地

方
に
還
元
し
、
地
域
住
民
の
福
祉

増
進
を
は
か
る
た
め
、
公
共
施
設

の
建
設
、
環
境
整
備
な
ど
、
「
明

る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
に
大

き
な
役
割
り
を
果
し
て
居
り
ま

す
、
特
に
村
の
重
点
的
な
事
業
を

施
行
す
る
に
は
、
多
額
の
資
金
を

必
要
と
し
ま
す
、
こ
の
た
め
、
村

で
は
こ
れ
ら
事
業
を
進
め
る
た

め
、
郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
」
の

積
立
金
か
ら
起
債
と
し
て
融
資
を

う
け
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
融
資
は
、
み
な
さ
ん

よ
り
加
入
い
た
だ
い
て
お
る
、
郵

政
省
の
簡
易
生
命
保
険
積
立
金
、

及
び
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
積

立
金
を
国
が
正
し
く
管
理
す
る
た

め
、
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
等
が
実
施
す
る
事
業
に
融
資
す

る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
よ
く
認

識
さ
れ
、
加
入
に
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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~

ぶ

み

我

妻

新

之

助

I
l
l
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海

町

ハ

一

〉
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村

安

五

郎

嘉

一

氏

~

ず

制

大

野

養

太

郎

マ

キ

氏

h
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-

l

t

:

小

原

保

五

郎

忠

治

氏

h

f

J

0
・

当

麻

小

原

銀

造

重

孝

氏

d

小

康

伝

五

郎

正

義

氏

w

谷

浩

光

誌

小

原

辰

之

助

|

|

~

小

原

市

之

助

|

|

吉

村

浅

四

郎

武

氏

d

代
的
な
須
釜
小
学
校
々
舎
、
小
原
与
次
右
衛
門
義
久
氏
~

て
村
営
住
宅
が
軒
を
並
べ
て
以
上
十
六
名
の
氏
名
が
刻
ま
円

か
り
住
宅
化
し
て
じ
ま
つ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
竿
石
に

d

+也、

て
、
一
体
こ
の
石
碑
は
誰
を
夫
以
人
正
宣
従
道
人
直
益
挙
~

た
墓
な
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
教
云
刈
旧
立
断
草
魂
吊
霊
魂
元
ハ

秘
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
殉
死
次
後
損
失
明
治
二
十
有
九
日

の
墓
石
の
前
に
立
っ
て
見
る
年
九
月
、
建
立
と
あ
る
。
戸

い
ろ
い
ろ
の
疑
問
が
わ
い
て

①

石

碑

の

物

語

る

)

。
き
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

も
の
は
?
・

も
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
の

、
:

と
言
い
伝
え
ら
れ
、
周
囲
の
そ
れ
で
は
、
一
体
、
こ
の
石
川

も
そ
れ
を
信
じ
き
っ
て
い
る
碑
は
何
事
を
秘
め
何
事
を
物
語
へ

わ

れ

て

い

る

。

っ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

か
し
、
石
碑
を
見
る
と
、
四
碑
面
に
刻
み
こ
ま
れ
た
文
章
山

一
面
に
は
「
鳴
呼
郷
侠
殉
死
か
ら
推
測
す
る
と
、
普
通
一
般
川

位
」
と
刻
み
こ
ま
れ
た
文
字
に
死
者
を
葬
っ
た
石
碑
で
な
い
内

み

と

れ

る

。

こ

と

が

察

知

さ

れ

る

。

「

郷

侠

J

面
は
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
殉
死
」
の
文
字
は
、
何
を
意
味
・

に
さ
ら
さ
れ
て
デ
コ
ポ
コ
し
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、

ζ

h

り
、
全
文
は
次
の
よ
う
な
文
の
地
方
の
人
々
の
た
め
に
、
身
山

書
か
れ
て
い
る
o

ー

命
を
賭
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
人
~

し
て
台
石
に
は
o

-

ィ

々
の
霊
魂
を
弔
う

H
的
で
、
後
、

こ
ま
れ
て
い
る
氏
名
、
当
主
世
に
な
っ
て
か
ら
有
志
が
建
て
州

井

初

三

郎

清

光

氏

た

石

碑

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

原

茂

一

久

雄

氏

な

い

。

井

吉

造

、

長
司
氏

原

辰

造

辰

雄

氏

(

次

号

へ

続

く
〉
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続

税金

本目

と

日
本
人
の
平
均
寿
命
も
男
七
十

二
歳
、
女
七
十
七
歳
?
と
延
び
て
い

ま
す
。
し
か
、し
、
こ
れ
か
ら
い
く

ら
延
び
た
と
し
て
も
、
不
老
不
死
‘

は
夢
の
ま
た
夢
。

さ
て
、
人
が
ー
亡
〈
な
り
ま
す

と
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
た
財
産
‘

は
、
そ
の
人
の
子
供
な
ど
，に
引
き

継
が
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
か
か

る
税
金
、
つ
ま
り
、
死
亡
し
た
人

の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て

も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
が

相
続
税
で
す
。

相
続
税
の
計
算
は
、
遺
産
総
額

か
ら
非
課
税
財
産
や
債
務
、
葬
式

費
用
を
差
し
引
き
、
更
に
、
基
礎

控
除
〈
二
千
万
円
と
法
定
相
続
人

一
人
当
り
四
百
万
円
の
合
計
額
)

を
引
い
た
残
り
の
課
税
遺
結
額

に
、
税
率
を
か
け
て
税
額
を
求
め

ま
す
。
例
え
ば
、
相
続
人
が
妻
と
子
供

三
人
の
場
合
は
、
コ
一
千
六
百
万
円

ま
で
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
続
税
の
計
算
は
、
非

課
税
財
産
や
税
額
控
除
な
ど
複
雑

ば
な
っ
て
い
ま
す
の
で
詳
し
い
こ

と
は
最
寄
り
の
税
務
署
か
税
務
相

談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

旅
の
つ
か
れ

北竜小川地

須

火
事
の
も
と

ね
た
ば
こ
は

や
め
ま
し
ょ
う間出こお

ざ誕
白い生
万まお
Zすめ
塁で
書き
かっ
ら

釜崎高辺区

児

保
護
者
名

一
一
一

敬

一

定

雄

輝

勝

氏

名チ
子

尚

靖

和

久

輝

賢

瀬佐吉小
出

針生谷藤田

一
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

南岩蒜小地

吉須法

... 圃・・・・・・.'

(
四
月
分
の
死
亡
届
書
が
ら
〉

益寺生高区

死
4

亡

者

氏

名

'

添

田

デ

γ

柳

沼

徳

一

大

竹

タ

ケ

松

田

チ

有

賀

郎

世
帯
主
名

藤

吉
ツ

ヤ

岩

寿功

藤

フ

藤

太

年
令
ハ
万
〉
ハ山口〉
ハ

ω〉
(
初
)

(
お
)




